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地 球 温 暖 化 の 影 響 ～ 風 倒 被 害 へ の 備 え の 必 要 性 ～

　 平 成  3 0  年 の 台 風  2 1  号 は 、 京 都 ・ 大 阪 の 人 工 林 で 多 く の 風 倒 被 害 を 発 生 さ せ ま し た 。

さ ら に 、 令 和 元 年 房 総 半 島 台 風 で は 、 人 工 林 の 風 倒 被 害 と と も に 、 大 量 の 風 倒 木 が 電

線 を 断 ち 切 っ た 結 果 、 首 都 圏 の 電 力 復 旧 の 遅 れ の 一 因 と も な り ま し た 。

　 京 都 ・ 大 阪 ・ 千 葉 で こ れ ほ ど 大 き な 風 倒 被 害 は 近 年 で は あ ま り な か っ た よ う に 思 い

ま す 。 地 球 温 暖 化 で 海 面 水 温 が 上 が り 、 台 風 は 大 型 化 す る と と も に 進 路 も 予 想 し づ ら

く な っ て お り 、 こ の 傾 向 は 続 く と 考 え ら れ て い ま す 。 こ れ か ら の 人 工 林 の 管 理 は 『 風

倒 被 害 の リ ス ク 』 を 一 層 考 慮 し て お く 必 要 が あ る よ う に 思 い ま す 。

風 倒 被 害 に 遭 い や す い 人 工 林

　 風 倒 被 害 に 遭 い や す い 人 工 林 に は ど う い う 特 徴 が あ る で し ょ う か ？ ま ず 林 齢 に つ い

て で す が 、 1 9 9 1  年 台 風  1 9  号 に よ る 北 秋 田 地 方 の 風 倒 被 害 を 調 査 し た 論 文 に よ り

ま す と 、 ①  2 0  年 生 以 下 の 林 分 で は ほ と ん ど 被 害 が 発 生 し て い な い 、 ② 被 害 は  2 0  年

生 以 降 の 林 分 に 見 ら れ 、 4 0  年 生 台 で 被 害 面 積 率 は ピ ー ク に 達 し て い る 、 ③  6 0  年 生 以 上 の 高 齢 林 の 被 害 面 積 率

は  1 0 ％ 程 度 で 、 2 0  ～  3 0  年 生 台 の 被 害 面 積 率 と さ ほ ど 変 わ ら な い 、 と な っ て い ま す 。 つ ま り 、 2 0  年 生 ま で

は 材 に 柔 軟 性 が あ る こ と に 加 え 林 内 が 閉 鎖 し て お ら ず 風 が 林 内 を 抜 け る た め 被 害 は 遭 い に く く 、 2 0  年 生 を 過 ぎ

た あ た り で 材 の 柔 軟 性 も 失 わ れ 林 分 の 閉 鎖 が 進 み 風 が 通 り に く く な り 、 4 0  年 生 で も っ と も こ の 傾 向 が 顕 著 に な

り 、 6 0  年 生 以 降 に な る と 樹 高 成 長 が 止 ま り 肥 大 成 長 が 進 む の で 折 損 が 少 な く な る 、 と い う こ と の よ う で す 。

　 ま た 、 林 分 の 構 造 に 着 目 す る と 、 『 高 密 度 下 に お か れ 下 枝 が 枯 れ あ が っ た 林 分 』 は 風 倒 し や す く 、 逆 に 『 若 齢

の 頃 か ら 疎 仕 立 て で 育 成 さ れ 下 枝 の 枯 れ 上 り が 極 端 に は 進 行 し て い な い 林 分 』 が 耐 風 性 が 高 い よ う で す 。

（ 『 北 秋 田 地 方 大 野 台 を 中 心 と す る ス ギ 林 の  1 9 9 1  年 台 風  1 9  号 に よ る 被 害 の 解 析 』 『 ス ギ 人 工 林 の 林 分 構 造 と 台 風 被 害 』

日 林 論  1 0 6 　 1 9 9 5  よ り ）

森 林 保 険 と 疎 植 の ス ス メ ～ 青 年 期 の 森 林 で も し っ か り 加 入 を ！ ～

　 4 0  年 生 台 と い う と 、 こ れ ま で の 造 林 育 林 の 努 力 が 報 わ れ 、 い よ い よ 収 穫 の 果 実 が 得 ら れ よ う か と い う 年 代

で す の で 、 こ の 年 代 で 風 倒 被 害 に 遭 う の は 誠 に 残 念 で す 。 森 林 保 険 は 一 般 に 森 林 が 若 齢 の 時 に 入 っ て お ら れ る

方 が 多 い と 聞 き ま す が 、 風 倒 被 害 を 考 え れ ば  4 0  年 生 く ら い の 森 林 も し っ か り と 保 険 に 加 入 し て お い た 方 が い

い と 言 え ま す 。

　 ま た 、 今 か ら 再 造 林 さ れ る 山 は 、 こ れ か ら 数 十 年 に

わ た り 風 雪 に 耐 え て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 今 後 ま

す ま す 大 型 化 が 予 想 さ れ る 台 風 の 襲 来 を 考 え ま す と 、

h a  あ た り  1 5 0 0  本 程 度 の 疎 植 を 強 く お 勧 め し た い と

思 い ま す 。 こ れ は 再 造 林 経 費 の コ ス ト や 労 力 の 軽 減 に

も 役 に 立 つ も の で す 。

私 が 『 森 林 保 険 の 加 入 』 と 『 疎 植 』 を 強 く お ス ス メ す る 理 由私 が 『 森 林 保 険 の 加 入 』 と 『 疎 植 』 を 強 く お ス ス メ す る 理 由

平 成  3 0  年 台 風  2 1  号 に よ る 風 倒 被 害 （ 大 阪 府 高 槻 市 ）耐 風 性 の 低 い 森 林 （ 左 ） と 高 い 森 林 （ 右 ） の 模 式 図

林 野 庁 森 林 整 備 部

計 画 課 長

長 﨑 屋 　 圭 太
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令 和 3 年 度 の 森 林 保 険 損 害 て ん 補 状 況 と 気 象 災 害令 和 3 年 度 の 森 林 保 険 損 害 て ん 補 状 況 と 気 象 災 害

■  令 和 ３ 年 度 の 損 害 て ん 補 状 況

　 令 和 ３ 年 度 の 森 林 保 険 の 損 害 て ん 補 件 数 は  1, 3 1 5

件 、 損 害 て ん 補 面 積 は 約  5 0 6. 9 h a 、 保 険 金 支 払 額 は

約  3. 7  億 円 と な り ま し た 。

　 保 険 金 支 払 額 と 損 害 て ん 補 面 積 の 内 訳 を 災 害 別 に 見

て み ま す と 、 風 害 が 約 １ 億 円 ／  1 1 7. 7 h a 、 凍 害 が 約  0. 8

億 円 ／  1 1 8. 5 h a 、 干 害 が 約  0. 6  億 円 ／  1 7 3. 8 h a 、

水 害 が 約  0. 6  億 円 ／  5 5. 9 h a  と な っ て お り （ 図 １ 及 び

図 ２ ） 、 こ れ ら ４ 種 の 災 害 が 保 険 金 支 払 額 全 体 の  8 3 ％ 、

損 害 て ん 補 面 積 全 体 の  9 2 ％ を 占 め て い ま す 。

　 な お 、 令 和 ３ 年 度 の 損 害 て ん 補 デ ー タ に は 、 令 和 元

年 の 台 風 第  1 5  号 や 令 和 ２ 年 の 台 風 第  1 0  号 の 風 害 に

よ る 損 害 に 対 し お 支 払 い し た 保 険 金 等 、 過 年 度 に 発 生

し た 災 害 に 係 る も の も 含 ま れ て い ま す 。

　 災 害 別 や 都 道 府 県 別 の 内 訳 等 、 詳 し い デ ー タ は 森 林

保 険 セ ン タ ー サ イ ト の 「 森 林 保 険 に 関 す る 統 計 資 料 （ 令

和 ３ 年 度 ） 」 を ご 覧 く だ さ い 。

■ 令 和 ３ 年 度 の 気 象 災 害

　 令 和 ３ 年 は 、 年 間 を 通 し て 全 国 的 に 気 温 が 高 く な り ま

し た 。 特 に 、 北 日 本 で は 夏 期 （ ６ ～ ８ 月 ） の 気 温 が か な

り 高 く 、 日 照 時 間 が か な り 多 く 、 日 本 海 側 の 降 水 量 は

か な り 少 な く な り ま し た 。

　 一 方 、 ７ 月 上 旬 の 梅 雨 前 線 に よ る 大 雨 や 、 ８ 月 中 旬 の

大 雨 に よ り 、 東 日 本 太 平 洋 側 と 西 日 本 で は 降 水 量 が か

な り 多 く な り ま し た 。 ７ 月 １ 日 か ら の 大 雨 で は 、 静 岡 県

や 中 国 地 方 の 日 本 海 側 、 広 島 県 、 九 州 南 部 な ど 全 国 各

地 で 記 録 的 な 大 雨 と な り 、 熱 海 市 に お け る 土 石 流 に よ

る 被 害 な ど の 影 響 が 今 も 続 い て い ま す 。 ８ 月 の 大 雨 で

は 、 東 ・ 西 日 本 の 各 地 で 長 期 間 に わ た り 大 雨 と な り 、 特

に 、 西 日 本 で は 月 降 水 量 が 日 本 海 側 で 平 年 比  3 7 1 % 、

太 平 洋 側 で 平 年 比  2 9 7 %  と 、 ８ 月 の 最 多 記 録 を 更 新 し

ま し た  。

　  1  2  月 か ら 令  和 ４ 年 ２ 月 に か  け  て  は 、  北  日  本  か ら 西  日

本 の 日 本 海 側 で は 大 雪 と な り 、 東 ・ 西 日 本 を 中 心 に 低

温 と な り ま し た  。

　 気 象 庁 の 異 常 気 象 分 析 検 討 会 は 、 令 和 ３ 年 ８ 月 の 大 雨 を は じ め 最 近 の 記 録 的 な 大 雨 に つ い て 、 地 球 温 暖 化 の 進 行

に 伴 う 大 気 中 の 水 蒸 気 の 増 加 に よ り 降 水 量 が 増 加 し た 可 能 性 が あ る と た び た び 報 告 し て い ま す 。

　 「 災 害 は 忘 れ た こ ろ に や っ て く る 」 と い う 言 葉 は 、 昭 和 初 期 に 地 球 物 理 学 者 で 随 筆 家 の 寺 田 寅 彦 が 唱 え た と さ れ て

い ま す が 、 最 近 で は 「 災 害 は 忘 れ る 間 も な く や っ て く る 」 ほ ど 頻 度 が 増 え 、 激 し さ も 増 し て お り 、 自 然 災 害 リ ス ク は

高 ま る 一 方 で す 。

　 地 球 温 暖 化 防 止 に 貢 献 し 、 山 崩 れ や 洪 水 等 の 災 害 の 防 止 に つ な が る 森 林 づ く り を 安 心 し て 進 め て い た だ く た め に 、

ぜ ひ 森 林 保 険 を ご 利 用 く だ さ い 。

参 考 ： 令 和 ３ 年 度 森 林 保 険 に 関 す る 統 計 資 料 （ 森 林 保 険 セ ン タ ー ）

2 0 2 1  年 （ 令 和 ３ 年 ） の 日 本 の 天 候 （ 気 象 庁 ） 　 　 　

令 和 ３ 年 ８ 月 の 記 録 的 な 大 雨 の 特 徴 と そ の 要 因 に つ い て （ 気 象 庁 ）

図 １ 　 令 和 ３ 年 度 保 険 金 支 払 額 の 内 訳 図 ２ 　 令 和 ３ 年 度 損 害 て ん 補 面 積 の 内 訳

風 害  2 8 ％
1. 0  億 円

凍 害  2 1 ％
0. 8  億 円

干 害  1 7 %
0. 6  億 円

雪 害 ９ %
0. 3  億 円

火 災 ８ %
0. 3  億 円

水 害  1 7 ％
0. 6  億 円

令 和  3  年 度

保 険 金 支 払 額

約  3. 7  億 円

風 害  2 3 ％
1 1 7. 7 h a

凍 害  2 4 %
1 1 8. 5 h a

干 害  3 4 %
1 7 3. 8 h a

雪 害  5 %
2 4. 4 h a

火 災  3 %
1 6. 7 h a

水 害  1 1 %
5 5. 9 h a

令 和  3  年 度

損 害 て ん 補 面 積

5 0 6. 9 h a

潮 害 　 　 実 績 な し

噴 火 災 　 実 績 な し

潮 害 　 　 実 績 な し

噴 火 災 　 実 績 な し
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森 林 経 営 管 理 制 度 に お け る 森 林 保 険 を 活 用 し た リ ス ク 対 策森 林 経 営 管 理 制 度 に お け る 森 林 保 険 を 活 用 し た リ ス ク 対 策

― 栃 木 県 矢 板 市 の 取 組 事 例 ―― 栃 木 県 矢 板 市 の 取 組 事 例 ―

2 0 5 0  年 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ の
実 現 に 向 け て

　 矢 板 市 で は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 に 「 2 0 5 0  年 ゼ ロ カ ー ボ ン

シ テ ィ 」 を 宣 言 し ま し た 。 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け 、 取 り

組 み の 一 つ と し て 森 林 吸 収 源 対 策 を 掲 げ 、 間 伐 や 造 林 等

に よ る 森 林 の 適 正 管 理 の 促 進 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　 こ の 一 環 と し て 、 森 林 経 営 管 理 制 度 に お け る 森 林 の 適

正 管 理 に つ い て も 取 り 組 み を 強 化 し て い ま す 。 県 内 の 市

町 村 で 初 め て 、 林 務 経 験 が 豊 富 な 「 地 域 林 政 ア ド バ イ ザ ー 」

（ 県 林 務 職 員  O B ） を 令 和 元 年 度 か ら 雇 用 し 、 こ の 地 域

林 政 ア ド バ イ ザ ー が 中 心 と な っ て 、 意 向 調 査 や 測 量 、 経

営 管 理 権 集 積 計 画 の 作 成 な ど を 進 め て き ま し た 。

　 こ れ ま で に  2 0 h a  以 上 の 経 営 管 理 権 集 積 計 画 を 作 成 し

て お り 、 現 状 で 林 業 経 営 に 適 さ な い 森 林 に つ い て は 複 数

の 集 積 計 画 を ま と め 、 市 町 村 森 林 経 営 管 理 事 業 と し て 保

育 間 伐 を 実 施 し て い ま す 。

森 林 保 険 で 自 然 災 害 に 備 え る

　 矢 板 市 で は 、 森 林 環 境 譲 与 税 を 財 源 と し て 保 育 間 伐 を

実 施 し 、 順 次 、 森 林 保 険 に 加 入 す る 方 針 で す 。 市 が 保 険

料 を 負 担 す る 理 由 は 、 適 正 に 森 林 を 経 営 管 理 す る こ と が

難 し い 状 況 に あ る 森 林 所 有 者 か ら の 保 険 料 の 徴 収 は 難 し

い と 判  断 し た た め で す 。

　 市 町 村 森 林 経 営 管 理 事 業 で 扱 う 森 林 は 、 手 入 れ 不 足 で

過 密 と な っ た 生 育 状 況 の 悪 い 森 林 が 多 い た め 、 保 育 間 伐

後 は 自 然 災 害 の 発 生 リ ス ク が 高 ま り ま す 。 自 然 災 害 対 策

と し て は 、 数 回 に 分 け て 間 伐 す る 方 法 も 効 果 的 と 考 え ら

れ ま す が 、 現 実 的 に 難 し い た め 、 一 度 に 間 伐 を 行 う と と

も に 森 林 保 険 に 加 入 し 、 間 伐 後 の 災 害 リ ス ク に 効 果 的 に

備 え る こ と と し ま し た 。

　 万 が 一 の 災 害 の と き に は 、 集 積 計 画 で 設 定 さ れ て い

る よ う に 、 市 が 保 険 金 を 受 け 取 り 、 復 旧 を 行 う こ と と

な り ま す 。

＊ ご 検 討 の 際 は 、 「 森 林 保 険 だ よ り 特 別 号 （ 森 林 経 営 管 理 制 度 と 森 林 保 険 ） 」 も あ わ せ て ご 覧 く だ さ い 。 →

　 森 林 保 険 セ ン タ ー で も ご 相 談 を 受 け 付 け て お り ま す 。 お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い 。

令 和 ３ 年 度 市 町 村 森 林 経 営 管 理 事 業 保 育 間 伐 実 施 後 （ 矢 板 市 ）

現 在 加 入 し て い る 森 林 保 険 の 契 約 期 間 は １ 年 間 で す が 、 今 後

は 補 償 内 容 を 見 直 し つ つ 加 入 を 継 続 し て い き た い と 考 え て い

ま す 。

(  左 手 前 か ら 時 計 回 り に ) 　 森 林 保 険 セ ン タ ー  村 竹 要 一 保 険

推 進 課 長 、 栃 木 県 森 林 組 合 連 合 会  安 延 大 輝 技 師 、 森 林 保 険

セ ン タ ー 新 井 紘 嗣 加 入 促 進 係 員 、 矢 板 市 経 済 建 設 部 農 林 課 　

市 川 貴 大 副 主 幹 、 斎 藤 敦 子 主 幹 、 福 田 昭 地 域 林 政 ア ド バ イ ザ ー

集 積 計 画 に お け る 森 林 保 険 の 取 り 扱 い に つ い て は 、 保 険 料

負 担 を 市 町 村 と す る 森 林 保 険 セ ン タ ー 記 載 例 を 参 考 に し ま

し た 。

栃 木 県 森 林 組 合 連 合 会 よ り 一 言

　 昨 年 か ら 森 林 経 営 管 理 制 度 に 関 連 し た 森 林 保

険 の 相 談 を 受 け る こ と が 多 く な っ て き ま し た 。

近 年 、 栃 木 県 で は 寒 風 害 や 雪 害 、 火 災 に 加 え 、

水 害 が 多 く 発 生 し て い ま す 。 自 然 災 害 の リ ス ク

対 策 と し て 、 ぜ ひ 森 林 保 険 を 活 用 い た だ き た い

と 思 い ま す 。

　 森 林 経 営 管 理 制 度 に お け る 森 林 保 険 の 適 用 に

関 す る ご 相 談 や 、 森 林 保 険 の お 見 積 も り ・ お 申

し 込 み に つ い て は 、 最 寄 り の 森 林 組 合 ま で ご 相

談 く だ さ い 。
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― 潮 風 、 潮 水 浸 水 な ど に よ る 枯 死 な ど の 損 害

森 林 保 険 で は 、 高 潮 又 は 潮 風 に よ る 災 害 で 枯 死 し た も の を 保 険 金 の お 支 払 い の 対 象 と し て い ま す 。

　 強 い 潮 風 に 含 ま れ る 塩 分 が 枝 葉 に 付 着 し て 発 生 す る 「 潮 風 害 」 、 高 潮 に よ り 林 地 が 長 時 間 海 水 に 浸

水 し て 発 生 す る 「 潮 水 害 」 が あ り ま す 。

潮 　 害

― 　 潮 害 に よ る 被 害 の 特 徴 　 ―

　 葉 の 変 色 ・ 落 葉 等 を 経 て 枯 死 に 至 る も の と 、 枯 死 に は 至 ら な

い が 被 害 部 に 新 芽 が 群 生 し て ほ う き 状 と な り 経 済 的 価 値 を 損 な

う も の が あ る 。

　 ま た 、 潮 風 害 に よ り 枯 死 し た 場 合 、 暴 風 で も ま れ て 幹 の 内 部

に 年 輪 剥 離 や 繊 維 切 断 が 生 じ る こ と が あ り 、 木 材 と し て の 利 用

価 値 が 低 い も の が 多 い 。

― 　 潮 害 に よ る 損 害 を 受 け や す い 条 件 　 ―

降 雨 　 雨 量 が 少 な く 暴 風 の 継 続 時 間 が 長 い 場 合 や 、 暴 風 の 最 盛

時 よ り 前 に 雨 の 大 半 が 降 り 止 む よ う な 場 合 は 、 多 量 の 塩

分 が 付 着 し た ま ま と な り 激 害 に な り や す い

風 速 　 風 速 が 増 大 す る に つ れ 被 害 は 拡 大

樹 種 及 び 林 齢 　 ヒ ノ キ や ス ギ は 弱 く 、 ク ロ マ ツ が 最 も 強 い 。 若

い 組 織 ほ ど 塩 分 へ の 抵 抗 性 が 弱 い た め 、 幼 齢 林

の 被 害 で は 枯 死 す る も の が 多 い

森 林 保 険 で 補 償 さ れ る 「 干 害 」 「 潮 害 」森 林 保 険 で 補 償 さ れ る 「 干 害 」 「 潮 害 」
森 林 保 険 で 保 険 金 の お 支 払 い 対 象 と な る 干 害 、 潮 害 に よ る 損 害 に つ い て 解 説 し ま す森 林 保 険 で 保 険 金 の お 支 払 い 対 象 と な る 干 害 、 潮 害 に よ る 損 害 に つ い て 解 説 し ま す

潮 風 害

― 乾 燥 に よ る 枯 死 な ど の 損 害

森 林 保 険 で は 、 降 水 量 過 少 等 に よ り 生 じ た 乾 燥 に よ る 災 害 で 枯 死 し た も の を 保 険 金 の お 支 払 い の

対 象 と し て い ま す 。

　 干 害 の 発 生 に は 降 水 量 や 気 温 等 の 気 象 条 件 や 地 形 条 件 が 大 き く 影 響 し 、 特 に 春 先 と 夏 が 危 険 期 と

さ れ て い ま す 。

干 　 害

― 　 干 害 に よ る 被 害 の 特 徴 　 ―

　 立 木 の 被 害 は 、 土 壌 水 分 の 不 足 が 軽 度 の 場 合 は 葉 の し お れ や 一 部

分 の 成 長 阻 害 程 度 で あ る が 、 不 足 度 が 重 度 に な る と 葉 の 変 色 、 梢 枯

れ 等 が 生 じ 、 組 織 内 部 ま で 被 害 が 進 み 全 枯 れ へ と 進 行 す る 。 被 害 木

は 、 被 害 が 進 む に つ れ 、 薄 い 黄 色 → 黄 色 → 黄 褐 色 → 茶 褐 色 → 赤 褐 色

に 変 色 す る 。

　 干 害 は 植 栽 後 ま も な い 幼 齢 木 に 発 生 し や す く 、 干 害 被 害 の ほ と ん

ど を Ⅰ 齢 級 （ １ ～ ５ 年 生 ） が 占 め る 。

― 　 干 害 に よ る 損 害 を 受 け や す い 条 件 　 ―

地  形  等  土 壌 の 保 水 力 が 小 さ い 場 所 、 土 壌 水 分 の 蒸 発 や 森 林 か

ら の 蒸 散 が 激 し い 場 所 （ 風 あ た り の 強 い 尾 根 筋 、 太 陽 が 直

射 す る 南 ～ 西 向 き 斜 面 、 表 土 の 薄 い 傾 斜 地 の 上 部 か ら 尾 根 、 礫

土 ・ 砂 土 等 ）

気 象 条 件 春 先 や 夏 の 少 雨 ※ １ 、 高 温 ※ ２

※ １  一 般 的 に 無 降 水 期 間 が 温 暖 期  3 0  日 以 上 、 寒 冷 期  4 0  日

以 上 で 発 生 す る と 言 わ れ て い る

※ ２ 平 年 よ り ２ ～ ３ ℃ 高 い 年 は 危 険 と さ れ る

干  害

平 成  3 0  年 ７ 月 上 旬 ～ ８ 月 上 旬 、 山 形 県 。 高 温 ・ 少

雨 が 続 い た こ と に よ る ス ギ ２ 年 生 の 損 害

平 成 3 0 年 ７ 月 の 日 本 列 島 は 記 録 的 な 猛 暑 と な っ た 。

気 象 庁 は 、" 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 に 伴 う 地 球 温 暖 化 を

考 慮 し な け れ ば こ の 猛 暑 は 起 こ り え な か っ た " と 発 表

し て い る 。

平 成  3 0  年 ９ 月 、 鹿 児 島 県 。 台 風 第  2 4  号 の 通 過 に 伴 う

潮 風 に よ る ス ギ  3 9  年 生 の 損 害 。 潮 風 害 は 、 時 に は 内 陸

部 ま で 被 害 が 及 ぶ こ と が あ る
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★ 　 研 究 者 か ら の た よ り ・ 番 外 編 　 ★

　 森 林 総 合 研 究 所 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡

大 以 降 、 情 報 発 信 手 段 の 多 様 化 を 目 指 し て お り 、 そ の 一

つ で あ る  Y o u T u b e 「 森 林 総 研 チ ャ ン ネ ル 」 で は 、 講 演

会 や シ ン ポ ジ ウ ム の ア ー カ イ ブ 配 信 、 研 究 成 果 を わ か り

や す く お 伝 え す る 動 画 な ど  1 2 0  本 を 超 え る コ ン テ ン ツ

を 公 開 中 で す （ 2 0 2 2  年  1 0  月 １ 日 現 在 ） 。

　 今 回 は 、 こ の 中 か ら ピ ッ ク ア ッ プ し て ご 紹 介 し ま す 。

全 国 各 地 で ク マ の 出 没 が 増 え て い る 理 由 、 ク マ を お

び き 寄 せ な い 方 法 、 も し ク マ に 会 っ て し ま っ た ら ど う

す る か に つ い て 研 究 者 が 解 説 し ま す 。

　 動 画 公 開 は  2 0 2 0  年 で す が 、 継 続 的 に ニ ー ズ の 高 い

動 画 で す 。 （ 約  2 7  分 ）

長 年 に わ た り 多 く の 土 砂 災 害 に 見 舞 わ れ て き た 日 本 。

そ の 実 態 と 、 そ こ か ら 学 ん だ 森 林 の 防 災 ・ 減 災 機 能 、 そ

し て 荒 廃 地 の 森 林 回 復 等 の 防 災 対 策 研 究 の 動 向 に つ い

て 、 多 く の 写 真 や 画 像 と と も に 解 説 し ま す 。 （ 約  1 3  分 ）

他 に も い ろ い ろ 、 動 画 の 森
も り

林 か ら

あ な た 好 み を 見 つ け て く だ さ い

　 森 林 総 研 チ ャ ン ネ ル は こ ち ら

h t t p s: / / w w w. y o u t u b e. c o m / c / F F P RI c h a n n el

森 林 総 合 研 究 所 で は 、 森 林 の 機 能 を 活 か し た 防 災 ・ 減

災 研 究 を 推 進 し て い ま す 。

　 実 際 の 豪 雨 事 例 の 降 雨 デ ー タ と 土 砂 災 害 発 生 の タ イ ミ

ン グ を 調 査 し て 明 ら か に な っ た 、 大 規 模 な 土 砂 災 害 発 生

の 危 険 性 が 高 い 雨 の 特 徴 と は … ？ （ 約  2 1  分 ）

【 森 林 講 座 】 土 砂 災 害 を 引 き 起 こ す 雨 の 降

り 方 に 隠 さ れ た 共 通 点

森 林 防 災 研 究 領 域 　 經
つ ね た か

隆 悠
は る か

森 林 防 災 研 究 領 域 　 岡
お か も と

本 隆
た か し

、   村
む ら か み

上 亘
わ た る

、   古
ふ る い ち

市 剛
た か ひ さ

久

ツ キ ノ ワ グ マ の 出 没 増 加 の 背 景 と 対 策

東 北 支 所 　 大
お お に し

西 尚
な お き

樹

多 摩 森 林 科 学 園 で 生 ま れ た ア サ ギ マ ダ ラ の 成 長 記 録 、

小 さ な 小 さ な 命 の 映 像 か ら 愛 お し さ が 込 み 上 げ て き ま

す 。 羽 化 の 瞬 間 で は な く 、 羽 化 後 の 透 き 通 っ た 抜 け 殻

を 映 し 出 し て い る の も 、 自 然 体 で 見 守 る 優 し さ が 伝 わ

り ま す 。 （ 約 ４ 分 ）

ア サ ギ マ ダ ラ

多 摩 森 林 科 学 園

【 ウ ェ ブ  セ ミ ナ  ー  】 日 本 に お け る 土 砂 災 害

実 態 、 調 査 及 び 対 策

森 林 総 研 チ ャ ン ネ ル

ピ ッ ク ア ッ プ ！ 注 目 動 画
国 立 研 究 開 発 法 人 森 林 研 究 ・ 整 備 機 構

森 林 総 合 研 究 所 　 広 報 普 及 科
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森 林 保 険 セ ン タ ー 職 員 人 事 異 動 の お 知 ら せ

◆ よ ろ し く お 願 い し ま す ◆◆ お 世 話 に な り ま し た ◆

新 職 名 氏 名 前 職 名

林 野 庁 林 政 部 林 政 課 増 村 　 寛 保 険 推 進 課 保 険 数 理 係 長

新 職 名 氏 名 前 職 名

保 険 推 進 課 保 険 数 理 係 長 川 合 　 よ し え 林 野 庁 林 政 部 林 政 課

令 和 ４ 年 ９ 月  3 0  日 付 令 和 ４ 年  1 0  月 １ 日 付

保 険 金 を お 支 払 い し た 災 害 の 事 例

【 事 　 例 】 宮 崎 県 私 有 林

樹 種 ・ 損 害 時 林 齢 ： ス ギ ・ ２ 年 生

実 損 面 積 /  契 約 面 積 ： 1. 6 6 h a / 1. 6 6 h a

支 　 払 　 保 　 険 　 金 ： 1, 9 7 5, 4 0 0  円

（ 参 考 ）

h a 当 た り 保 険 料 / 年 ： 3, 7 1 2 円 （ 1 0 年 契 約 ）

付 　 　 　 保 　 　 　 率 ： 1 0 0 ％

～ 　 入 っ て い て よ か っ た 、 森 林 保 険 。 皆 様 も ご 加 入 く だ さ い 。 ～

森 林 所 有 者 と 森 林 組 合 担 当 者 が ス ギ 植 栽 地 を 見 回 り 、 幹 や 枝 葉 全 体 が 赤 褐 色 に 変 色

し 、 枯 死 し て い る の を 発 見 。 被 害 状 況 や 、 地 形 ・ 気 象 デ ー タ 等 に 基 づ き 、1 1 月 の 少 雨 ・

多 照 に よ る 干 害 と 認 定 さ れ た 。

災 害 事 例

干 害

／ 入 っ ち ょ っ て よ か っ た 森 林 保 険 。 み ん な も 入 っ て く ん な い よ 。 て げ 安 心 や っ ち ゃ が 。 ＼

表 　 紙 　 　 磐 梯 朝 日 国 立 公 園 、 一 切 経 山 の 「 魔 女 の 瞳 」 に 会 い に

撮 影 ・ 文 ／ 木 下 　 敏 （ 森 林 保 険 セ ン タ ー 保 険 総 務 部 上 席 参 事 ）

　 福 島 県 に は 五 色 沼 が 二 箇 所 あ り ま す が 、 吾 妻 連 峰 の

一
い っ さ い き ょ う ざ ん

切 経 山 に あ る 火 山 湖 「 五 色 沼 」 は 、 太 陽 光 線 の 具 合

で そ の 色 が 刻 々 と 変 化 す る こ と か ら 「 魔 女 の 瞳 」 と も 呼

ば れ て い ま す 。

　 福 島 県 の 高 湯 温 泉 登 山 口 か ら 歩 く こ と 約 ２ 時 間 半 、 た

ど り つ い た 魔 女 の 瞳 は コ バ ル ト ブ ル ー の 水 面 に 色 と り ど

り の 紅 葉 が 写 り 込 み 、 私 の 好 き な ア ニ メ の ワ ン シ ー ン に

入 り 込 ん だ よ う で し た 。

　 魔 女 に 魅 入 ら れ た 後 は 、 山 形 県 の 天 元 台 ま で の 長 い 縦 走 路 を 歩 き 、 白 布 温 泉 に 下 山 し ま し た 。 途 中 の 湿 原 に は 立 派

な 避 難 小 屋 も あ り 、 宿 泊 す る と 、 こ の 山 域 の 素 晴 ら し さ を 一 層 楽 し む こ と が で き ま す 。



印 刷 ： 株 式 会 社 大 和 プ リ ン ト

国 立 研 究 開 発 法 人 森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 森 林 保 険 セ ン タ ー

〒  2 1 2- 0 0 1 3 神 奈 川 県 川 崎 市 幸 区 堀 川 町  6 6- 2  興 和 川 崎 西 口 ビ ル  9 F

電 話 ： 0 4 4- 3 8 2- 3 5 0 0 （ 代 表 ）

F A X  ： 0 4 4- 3 8 2- 3 5 1 4

h t t p s ： / / w w w. ff pri. a ffr c. g o.j p / fi c /i n d e x. h t ml ホ ー ム ペ ー ジ F a c e b o o k

保 険 金 を お 支 払 い し た 災 害 の 事 例

【 事 　 例 】 長 崎 県 私 有 林

樹 種 ・ 損 害 時 林 齢 ： ス ギ ・ 3 2  年 生

実 損 面 積 /  契 約 面 積 ： 0. 1 1 h a / 0. 5 5 h a

支 　 払 　 保 　 険 　 金 ： 3 1 2, 4 0 0  円

（ 参 考 ）

h a 当 た り 保 険 料 / 年 ： 8, 9 0 3 円 （ ５ 年 契 約 ）

付 　 　 　 保 　 　 　 率 ： 1 0 0 ％

～ 　 入 っ て い て よ か っ た 、 森 林 保 険 。 皆 様 も ご 加 入 く だ さ い 。 ～

災 害 事 例

潮 害

／ は い っ ち ょ っ ち よ か っ た な ー 森 林 保  険 。 皆  さ ん も ど う ぞ お は い り ま っ せ ー 。 ＼

　 令 和 ２ 年 ９ 月 に 発 生 し た 台 風 第 1 0 号 は 、 大 型 で 非

常 に 強 い 勢 力 を 維 持 し た ま ま 日 本 に 接 近 し 、 南 西 諸

島 や 九 州 等 で 暴 風 、 大 雨 、 高 波 、 高 潮 と な っ た 。

　 長 崎 県 の 離 島 に あ る 当 該 地 で も 、 強 い 潮 風 を 受 け

た 風 上 面 の 葉 を 中 心 に 赤 褐 色 と な り 枯 死 に 至 っ た 。
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